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研
究
畿
表
會
記
事

　
昭
和
二
十
六
年
度
第
一
周
法
學
研
究
會

四
月
二
十
日
　
午
後
二
時
三
十
分
よ
り
　
於
慶
大
通
信
教
育
部
會
議
室

　
到
例
法
に
お
け
る
「
法
」
の
護
見

　
　
　
ー
グ
ヅ
ド
ハ
ー
ト
氏
の
所
論
を
中
心
と
し
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
學
部
助
手
　
準
　
　
　
　
良
　
君

　
英
國
に
お
け
る
到
例
法
の
中
に
、
事
件
を
通
じ
て
適
用
さ
る
べ
き
法
の
護
見

が
、
英
國
法
の
濁
特
な
傳
統
の
中
に
、
如
何
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。
論
者
は
此

の
間
題
を
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト
氏
の
漂
旨
遷
営
『
弩
『
胃
＆
稽
8
餌
邑
O
o
日
，

目
9
ピ
”
ヨ
ぢ
o
o
8
の
紹
介
を
兼
ね
て
護
表
さ
れ
た
。

　
法
の
護
見
1
ゆ
邑
冒
瞬
9
さ
①
一
9
。
名
i
の
法
の
意
義
が
、
英
國
に
お
い
て
は

法
1
一
岳
｝
身
鼠
葺
国
8
洋
1
と
一
法
律
ー
一
賃
」
鼻
O
o
器
貫
ー
と
の
包
括
的

概
念
で
あ
る
旨
を
述
べ
、
法
の
護
見
を
理
論
的
な
も
の
よ
り
寧
ろ
實
際
的
な
意

義
に
お
い
て
把
握
さ
れ
た
。
つ
い
で
英
國
普
通
法
に
つ
い
て
、
論
者
は
法
は
裁
到

官
に
よ
つ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
か
、
既
存
の
法
を
宣
言
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の

か
、
に
關
す
る
国
鴛
冨
ε
器
｝
卜
畠
試
ン
ω
巴
冨
o
邑
”
O
旨
ざ
O
巴
量
旨
｝

等
の
立
場
を
紹
介
批
判
し
て
、
實
際
に
は
拘
束
性
の
擦
所
と
し
て
到
例
を
と
り

あ
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
な
る
所
は
な
い
と
し
、
到
例
の
拘
束
力
i
獣
呂
冒
㎎

ま
器
詔
9
窪
①
賢
o
。
9
①
導
ω
1
の
根
櫨
を
法
的
確
實
性
と
歴
史
的
傳
統
と

に
求
め
ら
れ
た
。

　
論
者
は
つ
い
で
、
拘
束
性
の
基
礎
を
な
す
ー
勾
普
江
o
密
9
壼
旨
凶
，
i
と
ー

　
　
　
　
研
究
獲
表
會
記
事

O
び
津
霞
臼
o
富
1
と
の
匿
別
に
論
及
し
て
、
事
件
に
つ
い
て
の
ー
国
普
試
o

q
①
o
こ
Φ
b
象
t
の
決
定
に
關
す
る
氏
の
所
読
の
紹
介
に
そ
の
電
鮎
を
設
定
さ
れ

た
。
殊
に
具
膿
的
事
件
に
つ
い
て
事
件
の
當
否
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

不
正
確
な
大
前
提
に
從
つ
て
正
し
い
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ヨ
ス

る
鮎
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
事
件
を
引
用
し
て
到
決
理
由
に
っ
き
、
「
判
例
よ
り

ー
閃
毘
賦
o
盆
9
3
邑
一
ー
を
見
出
す
第
一
の
法
則
は
・
そ
れ
が
裁
判
官
の
到
決

の
基
礎
を
置
W
た
到
決
理
由
に
お
い
七
考
え
ら
る
天
き
で
は
な
い
」
と
云
ろ
氏

の
説
に
検
討
を
與
え
た
上
、
裁
到
所
の
意
見
の
中
か
ら
拘
束
性
の
擦
所
を
見
出

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、
に
間
題
を
移
さ
れ
た
。

　
論
者
は
、
そ
こ
で
裁
到
所
の
云
つ
た
こ
と
で
な
く
な
し
た
こ
と
、
換
言
す
れ

ぽ
、
ど
の
様
な
事
實
で
議
論
し
た
か
に
言
及
し
、
拘
束
に
關
す
る
重
要
な
事
實

と
は
何
か
。
重
要
事
實
の
決
定
方
法
は
如
何
に
し
で
行
わ
れ
る
か
、
を
幾
多
の

事
例
に
つ
い
て
比
較
、
説
明
ぎ
れ
た
。
か
く
て
、
裁
判
所
に
よ
つ
て
重
要
な
事

實
と
重
要
で
な
い
事
實
か
ら
1
國
筥
江
o
留
9
留
旨
島
i
が
確
立
さ
れ
て
來
る
事

を
論
じ
て
、
法
は
確
實
性
よ
り
安
定
性
の
方
が
望
ま
し
い
と
の
氏
の
所
読
を
展

開
さ
れ
た
。
更
に
英
國
正
統
派
に
屍
す
る
氏
の
所
読
に
封
す
る
「
事
件
を
原
則

化
す
る
事
i
る
二
9
甘
一
の
9
暫
8
器
i
は
、
愛
當
で
な
い
」
と
云
ろ
ユ
オ
・
リ

ア
リ
ズ
ム
か
ら
の
批
到
に
】
鷹
の
示
駿
を
認
め
、
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト
氏
の
所
読
に

多
少
の
論
雫
の
蝕
地
を
留
め
て
、
法
規
範
を
獲
見
す
る
た
め
の
具
膿
的
な
操
作

と
L
て
、
特
に
英
國
正
統
派
の
見
解
と
し
て
、
注
目
に
償
い
す
る
も
の
が
あ
る

と
結
ば
れ
た
。

　
以
上
の
護
表
後
、
小
池
教
授
の
判
例
法
の
成
文
化
と
先
例
拘
束
と
の
關
係
に

つ
い
て
の
質
間
を
始
め
と
し
て
・
島
田
・
津
田
、
峯
村
諸
教
授
其
他
會
員
か
ら

質
疑
が
あ
り
、
四
時
四
十
五
分
閉
會
し
た
。
（
中
村
湯
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三


